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Ⅳ 各分野の最新動向や現代的健康課題への対応、実践事例等 

 

１ 生命（いのち）の安全教育 

 

２ 実践事例：地域学校保健委員会の実践報告 

 

３ 学校安全の推進に関する計画に係る取組状況調査 

 

４ 学校事故対応に関する指針【改訂版】概要 

 

５ 実践事例：ICTを活用した学校における食育の実践 
 



生命（いのち）の安全教育

文部科学省では「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」を踏まえ、子供たちが性暴力の
加害者、被害者、傍観者にならないよう、「生命（いのち）の安全教育」を推進しており、令
和５年度より全国展開している。

（１）指導の手引き・教材について（文部科学省）

ア 指導の手引き
各段階に応じたねらいや展開、児童生徒から相談を受けた場合の対応のポイント、指

導上の配慮事項、障害のある児童生徒への指導方法の工夫、保護者への対応等が示さ
れている。

イ スライド教材・動画教材
児童生徒の発達の段階や学校の状況を踏まえ、各学校の判断により、教育課程内外の

様々な活動を通じて活用することが可能である。また、教材の内容については各学校や
地域の状況等に応じて、適宜内容の加除や改変を行った上での使用も可能である。

（２）参考事例集について
幼稚園・保育園・認定こども園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の多様な事
例が、全体計画、目標、学習指導要領等との関連箇所、授業展開例、指導上の留意点等
の構成によりまとめられている。

■埼玉県における「生命（いのち）の安全教育」の取組

第４期埼玉県教育振興基本計画の「目標Ⅱ・豊かな心の育成」における施策８「人権を尊
重した教育の推進」の主な取組「子供を性暴力の当事者にしないための教育の推進」に位
置付けられている。

第２章
施策の展開
より一部抜粋

文部科学省HP
二次元コード



上記指標の通り、埼玉県としては、令和１１年度に実施率１００％を目指している。下記を参
考に発達段階に合わせた内容を幼児期、小学校低・中学年、高学年、中学校、高等学校でそれ
ぞれ最低１回は実施し、全ての児童生徒等に「生命（いのち）の安全教育」を行うようにする。

埼玉県教育委員会HP
二次元コード

埼玉県こども・若者計画（令和７年度～令和１１年度）への位置づけ

＜授業事例紹介＞
埼玉県教育委員会のホームページにて、本県における生命（いのち）の安全教育の授

業実践事例を紹介している。また、令和７年度「性に関する指導」授業研究会において、
「性に関する指導」と生命（いのち）の安全教育を関連させた授業を公開した。令和８年
度も同様に授業を公開する予定である。

埼玉県こども・若者計画における指標



 テーマ設定
　2022年より高等学校「保健」に「精神疾患の予防と回復」が明記され、教科書ではうつ病、統合失調

症、不安症、摂食障害が取り上げられている。また、浦和高校と浦和第一女子高校が全校生徒を対象に

実施した「健康に関するアンケート」の調査結果では、生徒自身の健康課題として「睡眠」が最も多

く、次いで「メンタルヘルス」の回答が多かった。（令和7年10・11月実施）

　多くの精神的な不調は若年に現れやすく、高校生という発達段階はメンタルヘルスの危機が訪れやす

い時期ともいえる。心の健康づくりを主体的に学び、生涯を健康に自分らしく生き抜く力を養うことを

目的に本テーマを設定した。

　今回の地域学校保健委員会は、大学生と高校生との対話を特に重視した。精神疾患の早期発見・早期

支援・援助希求行動について自分の状態を言語化し、未来の自分をイメージすることで共に次世代のサ

ポーターとなるために双方向で学びを深めることができた。

　さらに、精神疾患に対する偏見の存在を考え、生徒自ら様々な立場（友人、家族、教師、医師、行政

等）をイメージしながら社会的な対策について意見交換し、最後に保健委員として全校生徒に何ができ

るかという身近な行動選択を互いに協議し合える場となった。

　

地域学校保健委員会の実践報告
 ー浦 和高 校・ 浦 和第 一女子高 校・ 埼 玉県 立大 学のコ ラボ企 画ー

埼 玉 県 立浦 和 高 等学 校

埼 玉 県立 浦 和 第 一女 子 高 等学 校

埼 玉 県 立大 学

はじめに

企画概要

 〇日　時 　令和7年12月24日（水）　14:00～16:00

 〇場　所 　RaiBoC Hall（市民会館おおみや）会議室　

 〇テーマ 　「ＭＨＬメンタルヘルスリテラシーを考える」　

　　　　　　～「知らない」がつくる壁「知る」がつなぐ心～ 

 〇参集者　 浦和高校保健委員３６名・新聞部２名

　　　　　　浦和第一女子高校保健委員３６名

　　　　　　埼玉県立大学教職課程学生１０名　

　　　　　　教員１２名

　学校保健委員会は、学校における健康問題を協議し、家庭や地域社会と連携して健康づ
くりを推進することを目的としている。 
 令和４年度より、浦和高校、浦和第一女子高校の両校合同による学校保健委員会を行い
多様な価値観を学ぶことを目的とし「性」をテーマに共に学んできた。
　本実践は、埼玉県立大学が進める「202 5年度 教育・研究・地域連携の一体的推進事
業」と協働し、同世代の高校生と大学生が共に学び合うピアエデュケーションを通して、
より良い健康行動を考え、選択できる生徒の育成を目指した地域学校保健委員会である。



月/日（ 曜） 会議名・ 参加者 内　  容 工夫し た点

5/ 9（金）

第1回実行委員会　 　
（オンライン会議）

学生・大学教員

各校養護教諭

・顔合わせ

・各校の健康課題について各校養護教

  諭より伝達

・地域学校保健委員会実施内容につい

  て協議

☞テーマ設定では、高校生の健康課題

について学生と大学教員、養護教諭そ

れぞれの視点から意見を出し合い精査

した。（テーマ案：LGBTQ、性の多様

性、デートDV、心の健康とストレス）

7/24（木）

第2回実行委員会

学生・大学教員　　　

各校養護教諭

・学生よりテーマの提案

・地域学校保健委員会の内容協議

・事前アンケート内容について協議

☞教員間でメールを活用しながら、事

前アンケートや当日の協議内容・運営

面の打合せを綿密に行い、大学教員か

ら学生への指導と準備等の協力を得

た。 

11/5（水）

第3回実行委員会
オンライン　　

学生・大学教員 

各校養護教諭

・テーマの決定と内容の詳細の枠組み

  づくり

・事前アンケート内容の枠組み決定

☞学生の学びも考慮して、教員の視点

や思いを伝えた。高校生に知識を与え

るだけではなく共に考えたり、また健

康課題を明確にし、解決方法を見い出

せたりする協議の仕方を工夫した。

11月上旬

事前アンケート実施

各学校保健委員対象
・保健委員会への事前指導

☞事前指導は、事前アンケート後に行

い、生徒の実態が結果に反映するよう

にした。

11/21（金）

第4回実行委員会

学生・大学教員

各校保健委員

各校養護教諭

・保健委員との顔合わせ

・自己紹介とアイスブレイク

・学生より地域学校保健委員会の内容

  とアンケート調査の依頼

・事前アンケート、事前学習内容等に

  ついて生徒と学生で意見交換

・役割分担の明確化

☞生徒と学生が企画・運営・司会進行

を担い、当日に向けて、ピアエデュケ

ーションの雰囲気づくりを行った。　　

また、高校生の実態調査をもとに、学

生の発表やグループワークを構成し、

実態に即した内容になるよう協議し

た。事前アンケート調査は、生徒の興

味関心を引き出すためにクイズ形式を

取り入れた。

12/11（木）

第5回実行委員会

学生・大学教員

各校養護教諭

・当日までの流れと準備の確認

・事前アンケート結果の共有

・内容について最終確認

☞グループワークが活発かつ主体的に

行われるよう、各校で保健委員会を開

催し、学びを深めて準備をした。

12/24（水）

地域学校保健委員会

各校保健委員

学生・教員

・プロジェクト概要参照

・事後アンケート

1/23（金）
第6回実行委員会

大学教員・各養護教諭
・振り返りと今後の課題について協議

☞生徒と学生の事後アンケートの結果

を考察し、来年度に向けてテーマや内

容・運営面等を検討した。

実践紹介

1  スケジュール
県立大学学生（以下　学生）



　今年度の地域学校保健委員会の取り組みについてＰＤＣＡサイクルの視点から次のよう
に振り返った。

（ 1 ） 事前（ P L A N ）
 ① 実 行 委 員 会 の 設 立
 　本実践の企画・運営を進めるにあたり、県立大学学生と教員、両校の養護教諭からなる
　実行委員会を立ち上げ、計６回協議を重ねた。第３回実行委員会には、両校の保健委員
　代表の生徒も加わり、事前アンケートの内容や事前学習について話し合いをした。その　　
　結果、生徒が地域学校保健委員会の具体的なイメージをもつことにつながった。　
　　実行委員会を立ち上げたことにより、それぞれの立場からの考えや意見を出し合い、　
　より綿密な企画及び効果的な運営について協議することができた。

 ② テ ー マ 設 定 に つ い て
 　テーマ設定については、実行委員会を通して各養護教諭から高校生の健康課題や実態等　
　について伝えたり、大学生の立場からの意見や考えを出したり、十分に協議することが
　できた。その結果、各学校の生徒が関心をもてる内容であること、また地域学校保健委　
　員会という多世代が集まる場に適切なテーマであることを重視し本テーマに決定した。　
　地域学校保健委員会におけるテーマ設定は成功のカギを握るといえる。

 ③ 事 前 ア ン ケ ー ト 及 び 事 前 学 習 の 実 施
   事前アンケートは高校生のメンタルヘルスに関する実態や精神疾患に関する知識やイメ
  ージ等を把握するために実施した。事前アンケートは大学生が結果を分析し、当日の指
  導内容に取り入れた。（GOO GL E F OR Mによる入力）
　　また、第3回実行委員会において浦和第一女子高校は「うつ病・摂食障害」、浦和高校　
　は「統合失調症・不安症」を分担し事前学習をすることに決定した。各自が調べ学習を
　行い、地域学校保健委員会当日にグループ内で発表した。事前アンケートや事前学習を
　実施したことは参加者　全体のモチベーションにつながった。事前アンケートや事前学
　習に沿いながら当日進行することで、参加者が自分のこととして課題をとらえやすくな
　り、より興味関心をもちやすくなったといえる。

　 【 質 問 項 目 】        
    Ｑ.１　日ごろストレスを感じることはありますか
    Ｑ.２　ストレスを感じる原因は何ですか
    Ｑ.３　ストレスを感じた時に、どのように対処していますか
    Ｑ.４　困ったときに、誰かに助けを求めることができますか
    Ｑ.５　今までに誰かに自分の悩みなどを相談したことがありますか
          Ｑ５で「はい」と回答した人に質問です。誰に相談しましたか
          Ｑ５で「いいえ」と回答した人に質問です。誰に相談したいですか
    Ｑ.６　今までに誰かに悩みを相談されたことがありますか
    Ｑ.７　誰かに悩みを相談されたときに、いつでも話を聞くことができますか
    Ｑ.８　精神疾患に関するイメージについて、自由に記述してください
    Ｑ.９　精神疾患に対して、社会でどのようなイメージがもたれていると思いますか　　　　　
    Ｑ.10　精神疾患についての知識を問う質問（11問）

 
 　

プ ロジ ェ クト概 要

２ 実践内容・まとめ成果　



　

　

（ 2 ） 実 施（ D O ）
① ア イ ス ブ レ イ ク
    初 対 面 で あ る 学生・ 生 徒 が地 域 学校 保 健委員 会 の ス タ ー ト に ア イ ス ブ レ イ ク を 行う こ

　 と は 、 そ の後 の活動 を 活発 に 行う た め に 大 変 有効 で あ っ た 。

  　 【 自 己紹 介＆ ア イ ス ブ レ イ ク 】

　 　 ・ ニ ッ ク ネ ー ム ： 本名で も 読ん で ほ し い 名 前で も O K
　 　 ・ 学 校 名
　 　 ・ 学 年
　 　 ・ 部 活 動
　 　 ・ も し も 行 け る な ら 、 過 去？未 来？
　

② グ ル ー プ ワ ー ク
 　 グ ル ー プ ワ ー ク の 前半で は事前 学習 の内 容 を 発表 し て 共有 し 、 後 半 は「 精神 疾 患へ
　 の 偏 見や 社会 で で き る こ と 」 「 保 健 委 員と し て で き る こ と 」 に つ い て 話し 合い を し た 。 　
　 一 人 で 考 え る 時間を 設定し た こ と で 、 一人 一 人が 自 分事 と し て 課題 と 向き 合う 姿が
　 み ら れ た 。 そ の後グ ルー プ で 考え を 共 有す る こ と で 考え を 広 げ た り 、 深め た り す る 様 子

　 も み ら れ 、 生 徒同士 が共に 学び 合 う ピ ア エ デ ュ ケ ー シ ョ ン を 実 現で き た 。

③ 大 学 生 の リ ー ダ ー シ ッ プ
 　 学 生は 企画 の段階 から 長 期間携 わっ た こ と に よ り 、 事前 の 準 備の み な ら ず 、 当 日の 司
　 会 進 行や 発表 、 各グ ルー プ ワ ー ク の進 行役 を 担っ た 。 グ ルー プ ワ ー ク の時間 配 分や 場 面
　 ご と に ア ド バ イ ス を し た り 、 話し 合い の途 中 で 考え を 整理 し た り 、 企 画・ 運営 者と し て 　
　 リ ー ダ ー シ ッ プ を 存 分に 発 揮し た 。

（ 3 ） 評 価（ CH E CK ）
 高 校 生 の 事 後 ア ン ケ ー ト か ら （ ５ ５ 名 回 答 ） ％ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　

質　 問
と ても 理解

でき た

理解　 　 　

でき た

あまり 　

理解でき

なかっ た

１ ． 地域学校保健委員会 ６ ９ ． １ ３ ０ ． ９ ０

２ ． 事前学習のグループ内発表 ６ ３ ． ６ ３ ６ ． ４ ０

３ ． 精神疾患について ６ ９ ． １ ３ ０ ． ９ ０

４ ． スト レ スについて ６ ９ ． １ ３ ０ ． ９ ０

５ ． 精神疾患の偏見について ７ ６ ． ４ ２ ３ ． ６ ０

６ ． グループワーク について ６ ５ ． ５ ３ ２ ． ７ １ ． ８

 参 加者の 多く は 「 と て も 理 解で き た 」 「 理解 で き た 」
と 回 答し て い る 。 司会 、 グ ル ー プ ワ ー ク の 結果 「 あ ま り
理解 で き な かっ た 」 と い う 回 答に 関 し て は 、 グ ルー プ 内

で の 情報共 有や振 り 返 る 時間 が十 分 に 確保 で き な か っ た
グ ル ー プ が あ っ た こ と が要因 と し て 考え ら れる 。



 来年も同じ企画があるとしたら伝えたいことや意見はありますか？
 自由に記述してください。

 

高校 生 の感 想

【 運 営 面 】
〇大学生の方のおかげでグループワークができました。率先して自己紹介し　
　てくださったり、手際よく指名してくださったり、本当にありがとうご
　ざいました。来年も進行してくれる第三者がいるととても助かります。
〇とても楽しく興味深い企画でした。続けて欲しいです！

【 内 容 面 】
〇メンタルヘルスについて、事前学習を精神疾患にするのではなく、なぜそ
　のような偏見が生まれるのかどんな事件や背景があるのかを調べさせても
　いいと思う。
〇今回の講演で言っていた、意外と身近にいることと励ましているつもりで
　もプレッシャーになってしまうかもしれないことは伝えて言って欲しい。
〇ストレスの解決方法だけでなく、何から来るストレスなのかについて、そ
　れによってどうして相談しにくいのかについて深掘りするとより理解が深
　まるのではないかと思いました。
〇実際に障害等への差別・偏見に出会い、何もすることができず時間が過ぎ
　去る経験をしましたが、ずっとその当時のことを後悔しています。伝えら
　れるならば、自分から動いて後悔の残らない選択をして欲しいです。

　

大 学 生の感 想 （ 抜 粋 ）
 【 運 営 面 】
〇企画・運営全体を通して、複数人で協力して一つの活動を作り上げること
　の難しさと重要性を学んだ。
〇臨機応変に対応できる柔軟性と運営の中心としてのリーダーシップについ
　て学ぶことができた。
〇大学生と高校生、さらに学校と地域が共同して一つの企画を作り上げるこ
　とができた貴重な機会となった。

【 内 容 面 】
〇大学生が一方的に知識を伝える場にならないよう、対話や意見交換を促す
　構成にする必要があった。発表の中の問いかけやグループワークを組み込
　み、参加者が自分のこととして考えられる流れを意識した。
〇新たな知識の習得や発見につながるよう、説明の工夫を重ねた。例えば、
　最新の研究や当事者の体験談を取り入れ、教科書的な情報にとどまらない
　現実感をもたせた。
〇養護教諭からのアドバイスは、私たち大学生はもっていない視点を取り入
　れることができた。いつも生徒たちとかかわっている先生方は、学校の課
　題も把握されており、学校の実態に即した内容や方法を取り入れることに
　つながった。また、生徒たちとの事前打ち合わせは私たちにはない視点を
　取り入れることにつながり、企画・運営に生かすことができた。

高校生・ 学生から



（ 4 ） 改善（ ACT I O N ）
① 日 程 調 整
　教育カリキュラムが異なることや学生は卒業研究や発表、国家試験の勉強等があり、学
生と生徒の日程調整・設定は難しく、今年度はお互いに手探り状態であった。しかし、オ
ンライン会議を取り入れたり、実行委員会の会場を持ち回りにしたりする等、臨機応変に
対応した。次年度は今年度の実践を踏まえ、早い時期から計画を立案しておく必要があ
る。
 

② 記 録 を 残 す こ と
  グループワークの様子や学生のスライドを活用した発表等をビデオ撮影し、記録を残
し、より詳細な振り返りができたと考える。次年度は記録を残して分析することにより、
さらにレベルアップした地域学校保健委員会が継続されると考える。
 

 お わりに
　多様化、複雑化している健康課題解決のため、地域にある校種を超えて各学校が連携　
して、子供の健康課題の解決や健康づくりの推進に関して、協議を行う地域学校保健委
員会の設置の促進が求められている。今年度は埼玉県立大学がすすめる「教育・研究・
地域連携が一体となった仕組みづくり」を目指す事業と協働し、２校の高校と地域学校
保健委員会を開催した。
　今年度の地域学校保健委員会では、生徒・学生が他者の意見を聞くことにより、今回
のテーマであるメンタルリテラシーについて、より自分事としてとらえることができた。
そして、個人の健康だけでなく、他者や社会の健康課題に目を向け、保健委員としてでき
ることを考えたり、それぞれが多くのことに気づきを得る機会を実現できたりしたことに
意義があると考える。
　今年度の実践をふまえ、次年度も継続して地域学校保健委員会を開催する予定である。
 





















文部科学省「学校安全の推進に関する計画に係る取組状況調査」 

文部科学省は、学校保健安全法に基づき策定された「第３次学校安全の推進に関する計

画（令和４年３月２５日閣議決定）」を踏まえた、各学校における安全教育や安全管理に関

する取組について調査を行った。（令和５年度実績） 

 調査結果を基に、全国平均と埼玉県平均を比較し、良い点や改善点について取りまとめ

たので、各校での学校安全体制の推進に活用していただきたい。 

 

Ⅰ 調査対象  

県内公立小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校、幼稚園 

（さいたま市を除く）【 計１，２６７校 】  

 

Ⅱ 結果の主な概要 

  全国平均と比較し、５ポイント以上の増減があったものを抽出している。 

 （＋５％以上の場合はグレー、－５％以上の場合は白抜き文字で標記） 

 

（１）学校安全の位置付けについて 

 

 

 

 

● 学校経営に「学校安全」を明確に位置付けている学校 

● 学校評価において「学校安全」に関する項目を扱っている学校 

 

（２） 学校安全計画について 

 

 

 

● 学校安全計画や安全教育等の周知対象 

 保護者 地域住民 関係機関 その他 

埼玉県 77.0% 41.8% 53.9% 2.5% 

全 国 64.7% 34.6% 55.3% 2.5% 

 

（３）学校安全に関する教職員研修について 

 

 

● 学校安全計画に、教職員の研修について盛り込んでいる学校 

 
生活安全 災害安全 交通安全 

サイバーセ

キュリティ 

性犯罪、性

暴力防止 

埼玉県 90.8% 80.6% 77.1% 52.6% 34.1% 

全 国 81.8% 75.2% 61.4% 48.4% 28.7% 

 

埼玉県 全 国 

99.4% 98.7% 

97.3% 90.5% 

多くの学校で、学校経営に「学校安全」を明確に位置付けているとともに、学校評価にお

いて「学校安全」に関する項目を扱い、学校安全体制の見直しを行っている。 

全ての学校で「学校安全計画」を策定し、学校安全に計画的に取り組んでいる。 

また、安全教育の内容を保護者や地域住民に周知し、地域で課題を共有している。 

「学校安全計画」を基に、学校安全に関する多様な研修を実施している。 



● 教育活動中の児童生徒の重大事故を想定した職員向けの訓練を実施している学校 

 突然倒れた

際の応急手

当 

ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰｼｮ

ｯｸに関する

研修 

消防等へ

の通報訓

練 

保護者対応

に関する研

修 

その他 

埼玉県 93.1% 46.6% 52.1% 14.3% 0.3% 

全 国 84.7% 40.5% 50.2% 14.1% 0.5% 

 

（４） 学校安全を推進するための組織について 

 

 

 

● 学校安全推進の中核となる教員 

 安全主任 主幹教諭 教務主任 生徒指導

主事 

保健主事 養護教諭 その他 

教員 

事務職員 

他 

埼玉県 87.5% 13.8% 15.5% 27.5% 19.0% 24.2%  7.2% 4.4% 

全 国 61.2% 12.9% 14.7% 39.0% 25.7% 33.2% 19.4% 5.1% 

 

（５） 登下校の安全について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 通学路を設定している学校 

● スクールゾーンを設定している学校 

● 通学路の安全点検の実施者 

 児童生徒 保護者 

地域住民 

教育委員

会 

警察署員 道路管理

者 

有識者 教職員 その他 

埼玉県 40.0% 78.9% 24.3% 10.2% 5.8% 0.6% 97.4% 1.0% 

全 国 29.2% 76.7% 37.9% 31.3% 18.4% 2.9% 91.9% 1.4% 

 

 

（６）地域の災害リスクに合わせた訓練について 

 

 

 

 

 

埼玉県 全 国 

86.6% 78.7% 

46.6% 32.9% 

多くの学校で校務分掌に「安全主任」を設け、学校安全推進の中核を担っている。 

全国と比較し、通学路及びスクールゾーンを設定し、登下校に関する安全管理を行ってい

る学校が多い。また、教職員及び児童生徒が自らの視点で通学路の安全点検を行っている

学校が多い。 

一方、警察や道路担当課等の関係機関と連携した点検方法を工夫する必要がある。埼玉県

では、５年に１度、学校、警察、道路担当課が一体となって「通学路総点検」を実施して

いる。次回の「通学路総点検」でより関係機関と連携した点検を実施する必要がある。 

浸水想定区域または、土砂災害想定区域内に所在している学校では、「危機管理マニュア

ル」に被害を想定した内容を記載している。 

一方、マニュアルに記載した、浸水または土砂災害を想定した訓練を実施している学校は

半数程度で、地域の特性に応じた避難訓練を実施することが求められる。 



● 大雨や洪水等の浸水想定区域内に所在する学校 【埼玉県６０３校/全国１１９６６校】 

 

● 浸水を想定した危機管理マニュアルを作成している学校(603校中) 

● 浸水を想定した避難訓練を実施している学校（603校中） 

 

● 土砂災害想定区域内に所在する学校 【埼玉県５５校/全国６２０９校】 

 

● 土砂災害を想定した危機管理マニュアルを作成している学校(55校中) 

● 土砂災害を想定した避難訓練を実施している学校(88校中) 

 

 

（７）災害時の児童生徒の留め置きについて 

 

 

 

 

● 児童生徒が学校に待機することを想定して備蓄している物品 

（自治体が用意したものも含む） 

 飲料水 

食糧 

救急用品 ライト 

ろうそく 

通信手段 防災 

ラジオ 

発電機 ﾍﾙﾒｯﾄ・

防災頭巾 

毛布・ダ

ンボール

ベッド 

簡易 

トイレ 

埼玉県 84.1% 80.1% 64.6% 34.0% 41.4% 43.0% 62.4% 67.6% 57.1% 

全 国 70.9% 72.7% 57.4% 27.1% 44.0% 39.2% 42.3% 54.3% 42.9% 

● 児童生徒の引渡し方法や待機方法について、保護者と手順を 

決めている学校 

 

 

（８）自治体との連携やコミュニティ・スクールの活用について 

 

 

 

 

 

● 地域住民等の避難受け入れ時の対応について、市町村の防災担当  

部局や地域の自主防災組織等とあらかじめ協議している学校 

● 地域学校安全委員会やコミュニティ・スクール等の仕組みを活用している学校の取組領域 

 生活安全 災害安全 交通安全 安全点検 弾道ﾐｻｲﾙ

等 

ｻｲﾊﾞｰ 

ｾｷｭﾘﾃｨ 

性犯罪 その他 

埼玉県 65.0% 45.8% 70.2% 27.2% 6.0% 17.4% 9.1% 0.2% 

全 国 58.6% 44.2% 65.5% 19.8% 4.1% 18.2% 8.3% 0.3% 

 

埼玉県 全 国 

96.0% 85.6% 

45.3% 62.8% 

埼玉県 全 国 

90.9% 80.8% 

49.1% 58.5% 

埼玉県 全国 

99.0% 86.0% 

埼玉県 全国 

98.3% 80.8% 

授業中に大規模災害が発生した場合、児童生徒を学校に留め置くことが想定されるが、 

保護者に引き渡すまでの間の備蓄品が用意されている学校が多い。 

また、多くの学校で保護者と引渡し方法についての手順を決めている。 

大規模災害時に学校は避難所になるが、避難者の受け入れの対応について自治体と協議し

ている。また、コミュニティ・スクール等の仕組みを活用し、地域全体で学校安全に取り

組んでいる学校がある 



４ 　文部科学省　学校事故対応に関する指針【改訂版】概要





（特集）ICTを活用した学校における食育の実践

春日部中学校では、栄養教諭の専門性を生かした授
業を学年で一体的に行う工夫として、オンライン配信授
業を取り入れました。

メインクラスで進行していく授業内容をもとに、グ
ループワークや発表などは各クラスで実態に合わせて
進めたり、栄養教諭がクラスを回りながら声をかけたり
しながら進めていく授業形態です。

体育館で一斉に行う合同授業の実践はこれまでにも
見られましたが、講義型になりやすいという課題があり
ました。

春日部中学校の授業実践は、食に関する指導の新た
な形態として広めていきたい実践であると共に、今後
は、学校と給食センターをつなぐ授業展開にもつなが
ることが期待できます。

ここでは、授業公開当日の指導案から指導の流れを
抜粋し、ご紹介いたします。

令和7年度 食育指導力向上授業研究協議会 開催校 春日部市立春日部中学校の取組

（特集）ICTを活用した学校における食育の実践

題材 「じょうぶな骨づくりのために、自分の食生活を見直そう」
内容 （２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

○題材設定の理由

現代の日本は、食生活が豊かになり、いつでも・どこでも・何で
も食べられる時代である。国民健康・栄養調査によると、ほとんど
の栄養素は推奨量を満たしているものの、カルシウムだけは長年に
わたり不足傾向が続いており、依然として目標量に達していない現
状がある。
特に10代は、骨が大きく成長し一生の骨量の基礎がつくられる大

切な時期であるため、日ごろの食生活を見直すことが、将来の健康
な体づくりにつながる。
そこで成長期の今だからこそ必要なカルシウムの重要性を理解し、

自分の体と向き合いながら、よりよい食生活について考える機会に
してほしいという願いから、本題材を設定した。



（特集）ICTを活用した学校における食育の実践

題材 「じょうぶな骨づくりのために、自分の食生活を見直そう」
内容 （２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

○ 事前の指導
成長期に欠かせない栄養素について、資料の提示を行う。その後、食生活アンケート及びカルシ

ウム自己チェック表を行い、自分の食事のとり方について振り返る。

○ 本時のねらい
・カルシウムが骨の成長に欠かせない栄養素であることを理解する。
・体をよりよく発育・発達させるために、自分の食生活をふり返り、必要なカルシウム量を意識
して摂取しようとする意欲が持てる。

○ 食育の視点
生涯にわたって心身ともに健康に過ごすために、じょうぶな骨づくりに必要な栄養や食品を理解

し、日々の食事の中で意識して取り入れようとする態度を育てる。【心身の健康】

（特集）ICTを活用した学校における食育の実践

題材 「じょうぶな骨づくりのために、自分の食生活を見直そう」
内容 （２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

○ 本時の授業（T1 メインクラス担任、T2 栄養教諭、★各クラス担任主導による活動）
【導入】
1 骨の大切さを知る。

T1 正常な骨と骨粗しょう症の骨の写真を見比べ、骨の重要性を知らせる。
→体が成長するということは、体を支える骨も大きくなるということ。

健康に生きていくためには、骨が大切。

２ 本時のめあてを確認する。

じょうぶな骨づくりのために、自分の食生活を見直そう

全クラスへ配信
（基本はメインのT1が主導）



（特集）ICTを活用した学校における食育の実践

題材 「じょうぶな骨づくりのために、自分の食生活を見直そう」
内容 （２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

○ 本時の授業
【展開】
３ 骨のに必要な栄養素を知る。

T1 成長骨の成長に必要な栄養について確認させる。

４ 自分の食生活を振り返る
T1 事前に行ったカルシウム自己チェック表を使用し、自分の食生活を確認させる。
★各自の判定結果をクラスで共有する。

５ カルシウムについて知る。
全クラスへ配信

（栄養教諭の指導を共有）

各クラス

（特集）ICTを活用した学校における食育の実践

題材 「じょうぶな骨づくりのために、自分の食生活を見直そう」
内容 （２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

○ 本時の授業
【展開】
6 カルシウムを意識した献立を考える。

★献立ＡＢをカルシウムを意識した献立に変更し、発表させる。

各クラスで考えた結果を学年で共有する。

7 各グループから出された改善方法の中から、自分に合っためあてを決める。
T1 各自のめあてを学年で共有する。
T1 それぞれのめあてについて、実践するための工夫をT2から聞く。

全クラスで共有

各クラス

全クラスでまとめ
（メインT1が主導）



教職員の食育に係る指導力の向上をめざして

春日部中学校の食育への挑戦！

日々の指導に食育の視点を
入れて実践しました。

食育指導案集はこちら！

二次元コードから
ごらんください


